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2050年に向けたエネルギー・環境技術の普及イメージ

エネルギー
供給側

2020年代 2030年～

燃料電池・ガスタービン・蒸気タービンの組み合わせにより、化石燃料

2050年～

超々臨界石炭火力発電やＡ-IGCCの実用化、CCS技術の確立により、石炭利用の高
度 を さ な 技術 組 高速増殖炉サイクル

が確立された原子力

をベース電源に、再

生可能エネルギーの
地熱発電の探査・管理技術の高度化により 更なる開発を進めるとともに 潮流発電

化 石 燃 料
のさらなる高度利用を実現する。

再生可能エネルギーの更なる高効率・低コスト化を図り、導入拡大を図
る

度化を図りつつ、さらなる技術開発に取り組む。
国内産の化石燃料として、日本近海に賦存するメタンハイドレートの生産の実用化を
行う。

高度化、化石燃料の

高度利用が行われ、

安全性、エネルギー

安全保障(安定供給)、

地熱発電の探査・管理技術の高度化により、更なる開発を進めるとともに、潮流発電
の技術開発・実用化を図る。
太陽光発電の高効率化を推進する。
さらに、バイオマスからの代替燃料の製造・供給を実用化する。

再 エ ネ 等

る。
水素の製造・供給体制を整備し、利用の拡大を図る。

定置用高性能電力貯蔵を併用し、更なるエネルギーの高効率利用を目
指す

( )
経済性、環境適合性

のすべてを満たすエ

ネルギー供給が実現。
原 子 力 次世代軽水炉の開発により、安全性を向上させる。

次世代軽水炉の開発により、安全性を更に向上させると併せて、長寿
命核種を消滅させながら発電させる技術の確立を目指す。

次世代送配電ネットワークを整備・普及させ、エネルギーの高効率利用を目指す。送配電・貯蔵
指す。

産出技術 経済性・環境影響評価 メタンハイドレート産出→新燃料としての普及
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次世代軽水炉 開発 り、安 性を 。 命核種を消滅させながら発電させる技術の確立を目指す。

化 石 燃 料 の

耐熱材料、材料加工・設計 先進的超々臨界圧発電（A-USC）

耐熱材料、材料加工・設計、1700℃級ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ 高効率天然ガス火力発電

産出技術、経済性・環境影響評価 メタンハイドレート産出→新燃料としての普及

高耐久性ｾﾗﾐｯｸ、低温作動化、電解質改良、構造最適化

化 石 燃 料 の
高 度 利 用 等

超耐熱材料、材料加工技術、石炭改質・ｶﾞｽ化 次世代石炭ガス化ガスタービン複合発電（A-IGCC）

燃料電池とｶﾞｽﾀ ﾋﾞﾝの複合化技術 燃料電池・ガスタ ビン・蒸気タ ビンの複合火力発電

固体酸化物型燃料電池（SOFC） （15年以上の耐久性、55%以上の発電効率、2010年度比で1/5以下の価格）

燃料電池

ﾌｫﾄﾆｯｸ結晶、ﾅﾉ構造体（ﾅﾉﾋﾟﾗｰ、量子ﾄﾞｯﾄ）等を用いたﾊﾟﾈﾙ製造の低ｺｽﾄ化 革新的太陽光発電（変換効率50%）

燃料電池とｶ ｽﾀｰﾋ ﾝの複合化技術 燃料電池・ガスタービン・蒸気タービンの複合火力発電燃料電池

CO2分離・回収、CO2注入場所の探査、注入・貯留 二酸化炭素回収・貯留技術（CCS）

革新 太陽光発電（変換効率 ）

再 生 可 能
ネ ギ

貯留層探査・評価・管理 地熱発電の普及

ﾊﾟﾈﾙの打上・組立・運用・維持の技術、空間送電 宇宙太陽光発電

エ ネ ル ギ ー
の 利 用 等

耐環境材料、送電技術、遠隔監視・予防保全技術、海中ﾒﾝﾃﾅﾝｽ無人化 等 潮流発電

原料栽培、収集運搬、前処理、糖化、発酵、蒸留脱水等 バイオマスからの代替燃料製造（セルロース系燃料、微細藻類燃料）

太陽熱あるいは太陽光等を利用した水素製造、水素貯蔵技術（ｴﾈﾙｷﾞｰ・ｷｬﾘｱ）、水素供給技術 等 太陽熱あるいは太陽光等による水素製造、ｱﾝﾓﾆｱ等の化学ｴﾈﾙｷﾞｰへの返還、水素吸蔵合金の活用による貯蔵・輸送

送配電 貯蔵
ｽﾏｰﾄｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ 次世代送配電ネットワークｼｽﾃﾑの高度化

太陽熱ある は太陽光等を利用した水素製造、水素貯蔵技術（ ﾈﾙｷ ｷｬﾘｱ）、水素供給技術 等 太陽熱あるいは太陽光等による水素製造、ｱﾝﾓ ｱ等の化学 ﾈﾙｷ の返還、水素吸蔵合金の活用による貯蔵 輸送

水素ｴﾈﾙｷﾞｰ･ｷｬﾘｱの利用技術 アンモニア等の水素エネルギー・キャリアの利用技術の確立

送配電・貯蔵
シ ス テ ム
の 高 度 化

次世代送 電 ッ ク

ﾘﾁｳﾑｲｵﾝ電池の材料・付帯技術開発、電気二重層ｷｬﾊﾟｼﾀ 定置用高性能電力貯蔵

需要家設置EMS、ﾛｰｶﾙEMS、
統合ｼｽﾃﾑ、系統運用との協調 等

HEMS/BEMS/地域レベルEMS系統運用との協調 ｼｽﾃﾑの高度化

高速増殖炉ｻｲｸﾙ

シビアアクシンデント対策、電源喪失時等の原子炉冷却システム 等 次世代軽水炉
原 子 力 発 電
の 高 度 化

高速増殖炉サイクル技術

長寿命核種消滅技術 長寿命核種消滅技術の確立
の 高 度 化
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ネルギエネルギー
需要側

2020年代 2030年～

革新的技術により、産

2050年～

革新的製鉄プロセスの研究開発に取組むとともに、木質系非可食バイオマス
からの化学製品の製造を実用化する

革新的製鉄プロセスを実用化し、高炉製鉄プロセスからのCO２排出量を大幅に
削減する 業部門において、大

幅な省エネ・CO2排出

削減を実現するととも

に 民生・運輸部門に

産 業 部 門
からの化学製品の製造を実用化する。
ガラス製造では気中溶解ガラス製造を実用化する。
コージェネレーションシステムの発電効率の向上と未利用熱エネルギー利用技
術の開発を推進する。

削減する。
化学分野では、人工光合成による化学製品の製造を実用化する。レアアース
について、日本近海に賦存している鉱床から回収・精製して利用する。
コージェネレーションシステムおよび未利用熱エネルギー利用技術のさらなる
高性能化を図る に、民生・運輸部門に

おいても、プラグイン

ハイブリッド自動車・

電気自動車や燃料電

省エネ製品の更なる高効率化・普及を図るとともに、地域レベルでのエネル
ギーマネジメントシステム(EMS)を普及させ、更なる省エネ・低炭素化を図る。
次世代半導体の研究開発を進める

民 生 部 門

家庭・ビル・地域のエネルギーマネジメントシステムと、大型蓄電池を備えた系
統運用を連携させて、再生可能エネルギーのさらなる普及を図る。
定置用燃料電池、超高効率ヒートポンプを普及させるとともに、次世代半導体

高性能化を図る。

池自動車の普及、超

高効率ヒートポンプの

普及等を行い、高度

な省 低炭素社会

次世代半導体の研究開発を進める。

運 輸 部 門
プラグインハイブリッド自動車(PHV)、電気自動車（EV）の普及と更なる技術開
発を推進する また 燃料電池自動車の研究開発を進めて実用化する さらに

定置用燃料電池、超高効率ヒ トポンプを普及させるとともに、次世代半導体
の実用化を図る。

プラグインハイブリッド自動車・電気自動車の一層の高性能化・低コスト化を図
り、さらなる普及を促進する。

な省エネ・低炭素社会

を実現する。

運 輸 部 門 発を推進する。また、燃料電池自動車の研究開発を進めて実用化する。さらに、
高度道路交通システム（ITS）を実用化する。

り、さらなる普及を促進する。
安全・安価な水素製造・輸送・貯蔵技術により、燃料電池自動車のさらなる普
及を図る。

2010 2020 20502030 2040

ｾﾙﾛｰｽ等の分離、化学製品への変換 木質系非可食バイオマスによる化学製品の製造

高反応性・高耐熱性金属 ケミカルループ燃焼技術

ｶﾞﾗｽ造粒、ﾌﾟﾗｽﾞﾏ・ﾊﾞｰﾅｰ技術 気中溶解ガラス製造（1.5GJ/t以上の省エネ）

超高圧縮比燃焼、燃焼制御によるﾉｯｷﾝｸﾞ制御、材料軽量化 等 エンジン型コージェネレーションシステム

水素還元、廃熱利用、CCS統合 CO2排出量30%減

気中溶解 ラ 製造（ 以 省 ネ）

産 業 部 門

革新的製鉄プロセス

長波長領域利用、水素・酸素分離、オレフィン合成 等

需要家設置EMS、ﾛｰｶﾙEMS、
統合ｼｽﾃﾑ 系統運用との協調 等 HEMS/BEMS/地域レベルEMS

人工光合成（H2、CO２からの化学物質合成）

生 部
高耐久性ｾﾗﾐｯｸ部材、発電ｾﾙ構造の最適化

統合ｼｽﾃﾑ、系統運用との協調 等 HEMS/BEMS/地域レベルEMS
民 生 部 門

定置用燃料電池（耐久性向上（15年以上）、大型化、発電効率改善（55～60%程度）、低価格化（2010年度比1/5以下）

周辺物検知、絶対位置評定、ITS通信、協調制御 高度道路交通システム（ITS）

ﾘﾁｳﾑｲｵﾝ電池の材料・付帯技術開発

燃料電池の貴金属使用量低減、水素容器高性能化 燃料電池自動車

プラグインハイブリッド自動車（PHV）、電気自動車（EV）運 輸 部 門

ｳｪﾊ純度・ﾄﾞｰﾋﾟﾝｸﾞ均一性の向上等 次世代半導体（GaNパワーデバイス、 SiCパワーデバイス）

蓄熱 熱電変換 排熱発電 等 コージェネレーション等を通じた未利用熱エネルギーの利用技術
部門横断的

賦存状況調査、回収・精製 レアアース回収・精製

圧縮機・熱交換機の高効率化、熱源機・搬送の統合制御 ｺｽﾄ1/2,効率2倍超高効率ヒートポンプ（ｺｽﾄ3/4, 効率1.5倍）

蓄熱、熱電変換、排熱発電 等 コ ジェネレ ション等を通じた未利用熱エネルギ の利用技術

2010 2020 20502030 2040


